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高校生の電子メールに対する意識と共感経験との関連性

A Relationship between Consciousness of E-mail usage and Empathic 

Experience in Senior High School Students 

森山 潤* 川上達大** 中原久志*** 上之園哲也**** 萩嶺直孝*****

MORIYAMA Jun KAWAKAMI Tats曲iro NAKAHARA Hisashi UENOSONO Tetsuya HAGIMINE Naotaka 

本研究の目的は，高校生の携帯電話を用いた電子メールに対する意識と対人コミュニケーション時の共感経験との関連

性を把握することである。高校生728名に対して調査を実施し，主に携帯電話を用いて電子メールを使用していると回答

した658名を対象とし，分析を行った。その結果，コミュニケーション時の共感経験は，電子メールに対する重要性認識

やトラブル経験の有無等に直接関連していなかった。しかし，電子メールに対する意識では，感情共有の経験を持つ「両

向型」ゃ「共有型」の生徒の方が，共有経験を持たない「不全型」ゃ「両貧型」の生徒に比べて，電子メールの利点や欠

点、の認識，マナーに配慮する意識が高い傾向がそれぞれ示唆された。また，この関連性には性別聞の差異が認められ，男

子はマナー意識に対してのみ，女子で、は利点認識とマナー意識に対して共感経験の影響が示された。このことから，女子

では他者との感情共有を基礎としたメディアコミュニケーションの経験が，メディアそのものの特徴の理解へと結びつき

やすいことが示唆された。
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1.はじめに

本研究の目的は，高校生の携帯電話を用いた電子メー

ルに対する意識と対人コミュニケーシヨン時の共感経験

との関連性を把握することである。

高校生のインターネット使用に関して情報モラルの問

題が指摘されて久しい。携帯電話やスマートフォン等の

機能の一つである電子メールは，高校生の主要なコミュ

ニケーションツールとなっている一方，インターネット

使用による被害やトラブル，ネットいじめなどの問題が

危倶されている。このような情報化社会の影の部分への

対応として，高校生の情報モラルの向上を図ることは情

報科教育において重要な課題である。しかしながら，そ

の実践は教育現場にとって必ずしも容易ではない。その

背景として，情報モラルが生徒の内面にある感情や意識，

価値観や経験と密接に関連していることが挙げられる。

例えば，高校生の電子メール使用に対する意識につい

ては，大貫ら (2007)が高校生の電子メール利用時に重

要視される杜会的スキルについて調査を行い，日常生活

における社会的スキルが高い生徒は気持ちの配慮により

気をつけていることを指摘している1)。さらに，木内ら

(2008) は，携帯電話によるコミュニケーション過程の

分析を行い，通話やメールの使用が対人関係の親密性に

影響を及ぼすと指摘している 2)。また，宮川ら (2011)

は，情報モラルに対する意識と道徳的規範意識との関連

性を詳細に分析し， r節度jや「正義・規範」などの意
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識に基づいて情報モラル指導を展開することが重要であ

ると指摘している 3)。

この問題について筆者らは，高校生を対象に，電子メー

ルに対する利点や欠点の認識，コミュニケーションにお

ける配慮事項等を探索的に把握することを試みた(森山

ら2011，以下，既報とする)4)。高校生計541名を対象と

した自由記述調査を実施し，得られたコメントをテキス

トマイニングによって分析した。その結果，利点認識で

は「電子メーlレの用途j，rコミュニケーシヨンの対象j，

「電子メールの特徴jの3主題が，欠点認識では「悪質

なメールによる被害やトラブルj，rメール使用時の制約

と限界j，r時間の浪費Jなどの 8主題が，マナー意識で

は「チェーンメールへの適切な対処j，rわかりやすい丈

章の工夫jなどの 5主題がそれぞれ抽出された。

また同様に，前報で抽出した計16主題に基づいて，高

校生が携帯電話などの携帯情報端末を用いて使用する電

子メールに対する利点認識，欠点認識，マナー意識の関

連性を把握しうる測定尺度を構成し，利点・欠点認識が

マナー意識の形成にどのような影響を及ぼしているかに

ついて検討した(森山ら2011，以下，前報とする)5)。

その結呆，全体では利点・欠点認識の両者が共にマナー

意識の形成に因果していた。しかし，使用頻度の違いや

トラブル経験の有無等によって，マナー意識への影響力

に差異が認められた。特に，使用頻度の少ない生徒では

利点認識の影響力が消失する一方で，使用頻度とトラブ

**(株)日本電産トーソク株式会社

***兵庫教育大学附属中学校 ****西宮市立山口中学校 *****熊本大学教育学部附属中学校 平成23年10月21日受理

139 



森 山 潤川上達大中原久志上之園哲也萩嶺直孝

ル経験が共に多いヘピーユーザの生徒においては，逆に

利点認識の影響力が強まる傾向がそれぞ、れ示された。

既報及び前報の結果から 電子メールに対する意識の

形成には，電子メールに対する重要性認識やコミュニケー

ションにおける配慮事項が重要な役割を果たしているこ

とが明らかになった。しかし，電子メール使用時のマナー

意識を適切に向上させうる具体的な情報モラル指導のた

めには，生徒の実態の背後にある心理的・内面的な要因

の影響についてさらに詳細に検討する必要性が課題とし

て浮上した。そこで本研究では このような心理的・内

面的な要因のひとつとして. rコミュニケーション対象

との関係性」という視点から，生活の中の様々な対人コ

ミュニケーション場面で他者と感情を共有する経験，す

なわち共感経験との関連性に着目することにした。

共感経験とは，角田(1991)によると「能動的または

想像的に他者の立場に自分を置くことで，自分とは異な

る存在である他者の感情を体験することjである。共感

経験の違いは，他者理解を前提とした感情や認知を統合

したものであり，他者とのコミュニケーションの取り方

にも影響を及ぼす要因となるものと考えられている 6)。

角田(1994)はまた，他者理解に通じる共感が成立する

ためには，他者との感情を分かちもつ共有機能と，自他

の個別性の認識がなされる分離機能が統合的に働く必要

があると指摘し，共有経験と共有不全経験の 2つの下位

尺度からなる共感経験尺度改訂版(ESSR)を作成してい

る7)。共有不全経験とは 他者の感情を感じとれなかっ

た経験であり，自己と他者の聞に個別性の認識を生むと

考えられるものである。共感経験尺度改訂版 (ESSR)

ではこれら 2つの経験の 2軸から共感性を次の 4つに類

型化している(図1)。

共有経験高

共有型 両向型

共有不全経験低 共有不全経験高

両貧型 l 不全型

共有経験低

図 1 共感経験の類型化

「両向型j 共有経験，共有不全経験ともに高く，他者

を理解する最も高い共感性を持つ。

「共有型j 共有経験は高いが個別性の認識は低く，共

有体験を自己にひきつけてとらえる共感性を持つ。

「不全型j 共有不全経験が高く共有経験が低い。自己

と他者の聞に越えがたい障壁があり，その意味での孤独

感をもちやすい。

「両貧型j 両方の経験が少なく，対人関係そのものが

弱く，共感性が最も低い。

本研究では，既報において作成した「電子メールに対

する意識J尺度と角田の作成した共感経験尺度改訂版

(ESSR) を用いた調査を実施し，両者の関連性について

検討する。具体的には，共感経験尺度改訂版(ESSR)の

結果に基づいて調査対象者を「両向型j.r共有型j. r不
全型j.r両貧型」の各タイプに分け，電子メールに対す

る利点・欠点認識，マナー意識等の各尺度平均値を比較

することとした。

2.方法

2.1 調査対象

兵庫県内公立高校生728名(有効回答688名，有効回答

率94.5%) を対象とした調査を実施し，ケータイメール

を使用していると回答した生徒計658名を分析対象とし

た。

2.2 調査項目

(1)電子メールの利用状況

前報と同じ使用頻度，使用年数， トラブル経験，重要

性認識等5項目を用いた(図2①)
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1メール仕、友人制中間司と人間関係を評勤たり紺守したりするのに在位つこと 4 3 2 1 

2メール主新しいメ品事E慌を広りおていくのに桂三Zつこと 4 3 2 1 

3メール仕、一て島とたくさんの人と素早く情報を共有するのに3倒亡立つこと 4 3 2 1 

4身近な友人間?でなく、遠くにし唱人ともコミzニケーションカ源れること 4 3 2 1 

5仲わ良い左:人だけでなく、普段あまり話さない人どもコミュニク」ション瑚執ること 4 3 2 1 

6メールの内容が残っているため、桂で自由に読み返せること

7電話ど違って自分の空ドv口、る時間に佼却することができるこど

4 3 2 1 

4 3 2 1 

8直接書記くいことでも、メールを佳うと畠中すいこと 4 3 2 1 

9メづ叫主些鎌田なことや、あまり重要で"11:いことでも嬬置と聞きやすし立と 4 3 2 1 

図2 質問項目(電子メールの利用状況及び利点認識)

(2) r電子メールに対する意識」尺度

前報で作成した利点認識9項目，欠点認識8項目，マ

ナー意識8項目，計27項目 (4件法)を用いた(図2②，

図3③，図 3④)。
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1メールによる悪質な被吾やトラプノレがあるこ左 4 3 2 1 

Z返信がすぐに来ないなど、断片的なコミュニケーションになること 4 3 2 1 

3.メーノレで¢やりとりに時間を費ヰ寸こと 4 3 2 1 

4使用料金が高いこと 4 3 2 1 

5.メールのやり取りの中で、苦帯やトラプノ附起こること 4 3 2 1 

a相手の謝脊や話し方がメールを通して分からないこと 4 3 2 1 

7メールを通して相手仮寝持ちを窟揮することが難しいこと 4 3 2 1 

aメーノレを還して相手に自分の安蹄ちを伝えることが難しいこと 4 3 2 1 
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1文章を相手の分かりゃすいように作成している 4 3 2 1 

Z相手の立場ヘ状抗い除名苛帯に気をつけている 4 3 2 1 

3.チェーンメール等¢迷惑メーノレに対して適切な柑処をしている 4 3 2 1 

4相手に失礼にならないように、文章の言葉強いに気をつけている 4 3 2 1 

5.韓交字ヰ謬むC宇帯を使用して自分の気持ちを表現するようにしている 4 3 2 1 

a五百青する前lこ読み返すなE、相手に自分の言いたいこ国主伝わるか確認するようにしている 4 3 2 1 

7重要な丑捕はメールゼけに頼らないようにしている 4 3 2 1 

a質問に答えてもらったら必ずお礼をするなど、松講を守るようにしている 4 3 2 1 

9返信は可能な状担なら必fするようにしている 4 3 2 1 

10メールをむや制こ送りすぎないようにしている 4 3 2 1 

⑥令』参イ血ルール1:":)1.\'司t目噴荷量ても唱~.ac"C1.'ること岩崎れほ.自由品臨時電信晶、

| 
ゴ協力ありがとうゴ品、ました。

図3 質問項目(電子メールの欠点認識及びマナー意識)

アンケート
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学年 年生性 訓男女

I.A.!:/D関わ切に9いて
人，..圃わ場民ついて...なた@今g院で@・・'cて.....・項目にど@・a当ては事砂奮すが守

l悲しんでいる相手の気持ちを感じkろうとして 自分もその人の悲しさを経験したこ kがあ 7654321  
る

ι何かに悲しんでいる相手の気持ちを感じとろう kし 自分も開じ様な気持ちになったことがあ 7654321  
る巳

3何かに苦しんでいる相手の気持ちを感じとろう kし 自分も開じ様な気持ちになったことがあ 7654321  
る

4不快な気分でいる相手からその内容を聞いて、その人¢気持ちを感じ左ったことがある

5相手が何かを恐がっているときに、その人¢体験している恐ろしさを感じとったこkがある

6相手があることに'磨いたk語るkき その人¢鴛きを自分も感じとったことがある

7相手が何かを期待しているときに、そのわくわくした気持ちを感じとったことがある。

，相手が楽しい気分になっている場合に その楽しさを感じkろうとし その人の気持ちを味
わったこkがある

9相手が「こんなことがあって、左てもびっくりした」と話すのを聞いて、その人の気持ちを感 7654321  
じkろう kし、自分も鴛いた気持ちになったこ kがあるE

10相手が喜んでいるときに その人の気持ちを感じkろうとし 緒にうれしい気持ちになった 7654321
こkがある。

11相手が何かに腹を立てていても 自分はその人の怒りがぴんkこなかったこkがある

12悲しんでいる相手といても 自分はその人のように悲しくならな治当ったこkがある

13相手が何かに苦しんでいても、自分はその苦しさを感じなかったこ kがある。

14不快な気分でいる相手からその内容を聞いても 自分は同じように不快にならなかったこkが 7654321  
あるE

15相手が何かを恐がっていても、自分はその恐さを感じなかったこ kがある

16相手があるこ，に'"、た，誇っても、"うしてそんなに驚くのかわからなかったことがあるo 7654321  

11相手が何かを刻符していても、同じようにわくわくしなかったこkがある。

18相手が楽しb吟気分でいても 自分はその人のように楽しく感じな治当ったこkがある

19相手が「こんなことがあって、とてもびっくりした1，話すのを聞いても、自分は鱒fいた気持 7654321  
ちにならなかったことがある

20相手が何かに喜んでいても 自分はうれしい気持ちにならな治当ったことがある

図4 質問項目(共感経験尺度)

(3)共感経験尺度改訂版(ESSR)

角田(1994)の作成した共感経験尺度改訂版 (ESSR)
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として，共有経験尺度10項目，共有不全経験尺度10項目

計20項目について 7件法で回答させた(図 4)。

2.3 分析の手続き

調査は，各調査対象校の担当教員に依頼して実施した。

調査後，共感経験の類型化は，共有経験尺度，共有不全

経験尺度の各項目への回答を合計して尺度得点を算出し，

各尺度得点の中央値を基準に高得点群と低得点群に分け，

図1に示す 2つの尺度を組み合わせた 4象限に基づいて

分類した。

3.結果と考察

3.1 分析対象者の状況

まず，分析対象者の共感経験の類型化を行った。その

結果， I両向型J170名 (25.8%)， I共有型J147名 (22.3

%)， I不全型J162名 (24.6%)， I両貧型J179名

(27.2%)に分けられた(表 1) 0 共感経験と使用頻度，

使用期間， トラブル経験，重要性認識，使用相手のクロ

ス集計を行ったが，全てにおいて有意な差異は認められ

なかった。特に，前報では， トラブル経験や使用頻度が

電子メールに対する利点・欠点認識，マナー意識と関連

していることが示されているが，本研究の結果からは，

共感経験とトラブル経験との聞に直接的な関係性は認め

られなかった。

表 1 共感経験別分析対象者の状況

両向型 共査型 不全型 両蓋型 自十

1年
頻度 76 66 73 75 290 
割合 26.2弘 22.8目 25.2目 25.9唱 100.0目

2年 頻度 50 44 57 83 234 
割合 21.4弘 18.8目 24.4目 35.5弘 100.0目

3年 頻度 44 38 32 20 134 
割合 32.8略 28.4目 23.9目 14.9略 100 日目

男子
頻度 65 41 98 80 284 
割合 22.9弘 14.4目 34.5目 28.2弘 100.0目

女子 頻度 105 107 64 98 374 
割合 28.1略 28.6目 17.1目 26.2略 100 日目

全体
頻度 170 147 162 179 658 
割合 25.8略 22.3目 24.6目 27.2略 100 日目

3.2 電子メールに対する意識と共感経験の関連性

共感経験のタイプ別に電子メールに対する利点・欠点

認識，マナー意識の平均値を求め，それぞれ一元配置分

散分析を行った(表2，表3，表4)。その結果，全体

では，利点・欠点認識，マナー意識において共感経験の

主効果は有意であった(表 5)。多重比較の結果，利点

認識では， I両向型j と「共有型jの水準が「不全型」

と「両貧型」に比べ有意に高くなった (F(3，654)=6.55， 

p<.01) 0 欠点認識では， I両向型jの水準が「不全型J
と「両貧型」に比べ有意に高くなり， I共有型jの水準

が「不全型j と比べ有意に高くなった (F(3，654)=4.34， 

p<.01) 0 また，マナー意識では，利点認識と同様に，

「両向型jと「共有型」の水準が「不全型jと「両賞型J
に比べ有意に高くなった (F(3，654)= 17.46， pく.01)。
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表2 電子メールに対する利点認識の平均値(全体)

n M S.D 
両向型 170 3.42 0.47 
共有型 148 3.41 0.43 
不全型 162 3.23 0.50 
両貧型 178 3.26 0.51 
全体 658 3.33 0.81 

表 3 電子メールに対する欠点認識の平均値(全体)

n M S. D 
両向型 170 3.13 0.55 
共有型 148 3.10 0.53 
不全型 162 2.93 0.60 
両貧型 178 2.99 0.58 
主隼 658 3.04 0.94 

表 4 電子メール使用時のマナー意識の平均値(全体)

n M S. D 
両向型 170 3.50 0.40 
共有型 148 3.54 0.35 
不全型 162 3.24 0.48 
両貧型 178 3.29 0.52 
主隼 658 3.39 0.78 

次に，男子において，共感経験のタイプ聞で電子メー

ルに対する利点・欠点認識，マナー意識の平均値を比較

した。一元配置分散分析の結果 マナー意識においての

み共感経験の主効果が有意であった。多重比較の結呆，

「両向型jと「共有型jの水準が「両貧型」と「不全型」

に比べ有意に高くなった (F(3，280)=7.37， pく.01，表6)。

女子においても同様に一元配置分散分析を行ったO そ

の結果，利点認識とマナー意識において共感経験の主効

果が有意であった。多重比較の結果，利点認識では，

「両向型」の水準が「不全型」と「両貧型」に比べ有意

に高くなり， I共有型」の水準が「不全型」と比べ有意

に高くなった (F(3，370)=4.34， p<.01)。マナー意識で

は， I共有型」の水準が「不全型jと「両貧型jに比べ

表5

F 値

利点認識 F(3，654) =6.55 

欠点認識 F(3，654) =4.34 

マナー意識 F(3，654) =17.46 

N=658 榊 p<.Ol

利点認識

欠点認識

マナー意識

ll=284 料 Pく.01

表6

F 値

F(3，280) =2.00 

F(3，280) =1.12 

F(3，280)=7.37 
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F 値

F(3，370) =3.86 

F(3，370) =1.63 

F(3，370) =6.59 

*p<.05 

有意に高くなり， I両向型jの水準が「不全型j と比べ

有意に高くなった (F(3，654)=4.34， p<.01，表7)。

3.3 考察

これらの結果から，全体では，他者と感情を共有した

経験を持つ「両向型」ゃ「共有型」の生徒の方が，共有

経験を持たない「不全型jや「両貧型」の生徒に比べて，

電子メールの利点や欠点の認識，マナーに配慮する意識

が高い傾向にあることが示唆された。すなわち，生徒が

電子メーlレのメディアとしての特徴を踏まえ，適切な使

用方法に配慮できるようになるためには，その前提とし

て対人コミュニケーシヨンにおける他者との感情共有の

経験が必要になると考えることができる。これは，他者

との感情共有の経験のある生徒ほど，メディアコミュニ

ケーションにおいてメディアの向こう側にいる他者の立

場をよりよく推察することができると共に，メディア使

用の目的がコミュニケーションであるという大前提から

逸脱しにくいためではないかと考えられる O また，この

関連性には性別聞の差異が認められ，男子はマナー意識

に対してのみ，女子では利点認識とマナー意識に対して

共感経験の影響が示された。特に，女子において電子メー

ルの利点認識に影響が認められたことは，少なくとも女

子では他者との感情共有を基礎としたメディアコミュニ

ケーションの経験が，メディアそのものの特徴の理解へ

と結びつきやすいことを意味している O

しかし，これらの傾向は，言い換えれば，コミュニケー

シヨンによる感情共有の経験を持たない生徒に電子メー

ルのメディアとしての特徴の理解やマナー意識の形成を

促すことは，感情共有の経験を持つ生徒ほど容易ではな

いことを意味している O 前述した通り，共感経験は，電

子メール使用時のトラブル経験には直接，関連していな

電子メールに対する意識各尺度の平均値に対する分散分析(全体)

判定 多重比較

帥 両向型(3.42)=共有型(3.41)>両貧型(3.26)=不全型(3.23)** 
帥 両向型(3.13)>両貧型(2.99)=不全型(2.93)ぺ共有型(3.10)>不全型(2.93)* 
帥 共有型(3.54)=両向型(3.50)>両貧型(3.29)=不全型(3.24)** 

電子メールに対する意識各尺度の平均値に対する分散分析(男子)

判定 多重比較

料 両向型(3.42)=共有型(3.40)>不全型(3.18)=両貧型(3.10)紳

表7 電子メールに対する意識各尺度の平均値に対する分散分析(女子)

判定 多重比較

帥 両向型(3.48)>両貧型(3.32)=不全型(3.25)ぺ共有型(3.41)>不全型(3.25)* 

料 共有型(3.59)>両貧型(3.44)=不全型(3.33)ペ両向型(3.54)>不全型(3.33)** 
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いため， I不全型」ゃ「両貧型jの生徒が直ちに電子メー

ルの使用方法が不適切とはいえないものの，高校情報科

における情報モラルの指導場面では，少なくとも生徒の

共感経験の実態を教師が適切に把握し，その実態に応じ

た指導方法に留意する必要があると考えられる O

4.まとめと今後の課題

以上，本研究では，電子メールに対する意識の形成に

果たす対人コミュニケーション時の共感経験の影響につ

いて検討した。その結果本調査の範囲内で以下の知見

が得られた。

(1) コミュニケーション時の共感経験は，電子メールに

対する重要性認識やトラブル経験の有無等に直接，

関連していなかったO

(2) しかし，電子メールに対する意識では，感情共有の

経験を持つ「両向型」や「共有型」の生徒の方が，

共有経験を持たない「不全型」や「両貧型」の生徒

に比べて，電子メールの利点や欠点の認識，マナー

に配慮する意識が高い傾向にあることが示唆された。

(3) この関連性には性別聞の差異が認められ，男子はマ

ナー意識に対してのみ，女子では利点認識とマナー

意識に対して共感経験の影響が示された。このこと

から女子では，他者との感情共有を基礎としたメディ

アコミュニケーションの経験が，メディアそのもの

の特徴の理解へと結びつきやすいことが示唆された。

これらの結果から，高校情報科の授業では，他者との

感情共有経験を基盤に，電子メールのメディアとしての

特牲を認識させ，必要なマナーについて考えさせる学習

活動の重要性が指摘できる。これは，感情共有の経験を

基盤とすることで，対面コミュニケーションとメディア

を用いたコミュニケーションの「感情の理解・伝達の違

い」に気づき，必要なマナーについて主体的に考えさせ

ることができるのではないかと考えられるためである。

しかし，日常生活において感情共有の経験の少ない生徒

は，このようなメディアの違いによる「感情の理解・伝

達の違いjに気づきにくいため メディアの特性を実感

しづらい可能性がある。したがって，こうした生徒に対

しては，メディアの特性に対する気づきを促すために，

擬似的であっても少なからず感情共有を経験しうる体験

型のコミュニケーション学習など，多様な手立ての工夫

が必要ではないかと考えられる O

今後は，本研究で得られた知見に対する追試と共に，

電子メーlレを用いたコミュニケーション経験の蓄積が，

個々の生徒の長期的な意識の変容に及ぼす影響を縦断的

に検討する必要があろう O その上で，具体的な教材や学

習指導法の開発研究を実践的に展開することが重要であ

ると考えられる O これらについてはいずれも今後の課題

とする。
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